
定 員： １０名（３名以上で開講） 場 所： 京都音楽院 教室

対 象： 音楽療法実践に関心のある方

受講料： 各日 ３,０００円 （税別） ◆１回ごとのお申込み可◆

講 師： 山本 知香 日本音楽療法学会認定音楽療法士

滋賀大学教育学部卒。京都音楽院音楽療法研究コース・特別研究コース修了後、音楽療法の現場実践

を経て、中京大学大学院心理学研究科 臨床・発達心理学専攻卒。

申 込 方 法： 電話、FAX、Email、ホームページより。氏名・住所・電話番号・受講日を明記の上、お申込みください。

お振込口座： 加入者名：十字屋 Culture㈱ カナ：ジュージヤカルチャー（カ

【郵便振替口座】 ００９３０-３-３０９９５８ ※払込票に【山本Ｓ】と明記ください。

【銀 行 振 込】 京都銀行 四条支店 当座 ０１１８４０６

※ATM ご利用の場合はお名前の前に 208 と入力ください。

＊振込手数料はご負担ください。＊定員制のため受講料の納入をもって正式なお申込みとします。

＊なお、納入金はいかなる事由でも返金できませんのでご了承ください。

お問合せ・お申込： JEUGIA 京都音楽院・京都国際音楽療法センター

〒604-8006 京都市中京区御池通河原町東入御池阪急ビル８F

TEL：075-211-4556／FAX：075-211-6324

京都音楽院・京都国際音楽療法センター

特別セミナー

いま、あちこちで音楽療法が実践されています。しかし、「こうすれば確実に効果が

出る」という方法が確立されているわけではありません。特に、目には見えない心の

動きを重視する音楽療法では、マニュアルに沿って進めていくことよりも、目の前の

対象者さんのニーズは何かを個別具体的につかみとり、そのためにはどうしたらいい

のか、日々の実践は選択の連続ではないでしょうか。

ご自分の実践感覚として、前より何かがよくなっている気は確かにするけれど

それはどうしてなのか？音楽療法のなにがよい？を知りたい方、

家族介護者・支援者、施設職員の方にも有意義な内容です。

この講座では、皆さんの実践感覚の土台固めにつながるような視点、つまり音楽療

法の理論的背景について、いくつか紹介したいと思います。音楽療法は聞いたこと、

見たこと、参加したことのある方、これから取り組んでみたい方にも、音楽療法が

どうして 福祉の現場に必要とされるのかを知っていただける機会となるでしょう。

９月 １日（日）① 障がい児（ダウン症や、自閉スペクトラム症等の発達障がい）

10 月 20 日（日）② 成人 （大人の発達障がい、うつ・統合失調症等）

11 月 10 日（日）③ 高齢者（認知症、身体面を含む介護予防等）

各 日 10：30 ～ 12：00


